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　私は、本誌（『福山大学図書館報』第２号、

2 0 0 4 年 9 月 ） に 「 私 が 選 ん だ 日 本 の 古 典

ベ ス ト 8 」 を 掲 載 し た 。 本 号 で は 、「 私 が

選 ん だ 世 界 の 古 典 ベ ス ト 8 」 を 記 す こ と に

した。 

　 私は、専門が経済学であり、専門を活か

して地域開発論も講義してきた。世界の古

典 を 選 ぶ に 際 し 、1 9 0 0 年 ま で に 発 表 さ れ

たもの、しかも、一国から一点と限定した。

1 0 0 年 後 に は 、 あ る 程 度 評 価 も 定 ま る 、

しかも世界各国にできるだけ目配りしたか

ったからである。 

　 私は、経済学の内、貨幣論に専念してき

た が 、 師 と 仰 い だ の は 、 ド イ ツ の K . マ ル

ク ス （ 1 8 1 8 ～ 1 8 8 3 年 ）、 イ ギ リ ス の

J . M . ケ インズ（ 1 8 8 3 ～ 1 9 4 6 年）である。

ま た 、 地 域 開 発 論 で 強 調 し て き た 視 点 は 、

文 明 論 的 視 点 で あ る 。 そ の 場 合 、 文 明 を 、

政治、経済、軍事、科学技術、文化と整理

し、なかでも文化を精神文化と理解し、学

術、芸術、宗教、教育等と考えてきた。 

　 J . M . ケインズは、師A .マーシャル（1 8 4 2

～ 1 9 2 4 年 ） を 追 悼 す る 「 ア ル フ レ ッ ド ・

マーシャル伝」（ 1 9 2 4 年 ）の中において、

経 済 学 者 は 、「 あ る 程 度 」 と 一 歩 引 い て は

い る が 、 数 学 者 で 、 歴 史 家 で 、 政 治 家 で 、

哲学者でなければならないと記している。 

　 私は、まずケインズを念頭に置いて、数

学 者 と し て 、 イ ギ リ ス の Ⅰ . ニ ュ ー ト ン

（ 1 6 4 2 ～ 1 7 2 7 年 ）、 歴 史 家 と し て 、 中 国

の 司 馬 遷 （ B . C . 1 3 5 年 頃 ～ ? ）、 政 治 家 と

し て 、 イ タ リ ア の A . ダ ン テ （ 1 2 6 5 ～

1 3 2 1 年 ）、 哲 学 者 と し て 、 ギ リ シ ア の プ

ラトン（ B . C . 4 2 7 ～ 3 4 7 年 ）を選んだ。 

　 次 に 前 記 4 人 に 、 文 明 論 的 視 点 で 欠 落 し

ている経済、軍事、そして文化の内、宗教、

教育から、残り４人を選べば、次のように

いえるのではなかろうか。 

　 軍事に関しては、『戦争と平和』（ 1 8 6 3

～ 1 8 6 9 年 ） の ロ シ ア の 作 家 、L . N . ト ル ス

トイ（ 1 8 2 8～ 1 9 1 0 年）、また、文化の内、

宗教に関しては、『赤と黒』（1 8 3 0年）、『パ

ルムの僧院』（1 8 3 9年）のフランスの作家、

H . B . ス タ ン ダ ー ル （ 1 7 8 3 ～ 1 8 4 2 年 ）、
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さ ら に 、 文 化 の 内 、 教 育 に 関 し て は 、『 ト

ム ・ ソ ー ヤ の 冒 険 』（ 1 8 7 6 年 ） の ア メ リ

カ の 作 家 、 マ ー ク ・ ト ウ ェ ー ン （ 1 8 3 5 ～

1 9 1 0 年 ）である。 

　 最 後 に 、 私 の 専 門 で あ る 経 済 に 関 し て 、

経 済 学 者 で 、 労 働 運 動 の 指 導 者 で も あ る 、

『経済学批判』（18 5 9年）、『資本論』（18 6 7

～ 1 8 9 4 年 ） の 著 者 、 ド イ ツ の K . マ ル ク ス

（ 1 8 1 8 ～ 1 8 8 3 年 ） を 選 ん だ 。 な お 、

1 8 4 0 年 代 以 降 、 マ ル ク ス の 労 働 運 動 、 著

作活動において、終生の友人となる F . エ ン

ゲ ル ス （ 1 8 2 0 ～ 1 8 9 5 年 ） が 実 業 家 で あ

ったことはよく知られている。 

　世界の古典ベスト8を、人物で整理すれば、

プ ラ ト ン 、 司 馬 遷 、 ダ ン テ 、 ニ ュ ー ト ン 、

スタンダール、トルストイ、マーク・トウ

ェーン、そして K . マ ルクスとなる。 

　私は、地域開発論で、文明を論じる場合、

政治、経済、軍事、科学技術は、文化に裏

づけられていなければならないとしてきた。 

　 プ ラ ト ン に 関 し て い え ば 、 プ ラ ト ン は 、

哲学者であり、彼の関心は、政治にあった

こ と は 、 代 表 作 『 国 家 』 あ る い は 『 法 律 』

によって明らかである。ケインズは、回想

録「若き日の信条」（1 9 3 8年）の中で、「わ

れわれはプラトンの『対話篇』の世界の中

にいたのであって、『法律篇』はおろか、『国

家篇』にも到達していなかった」と記して

いる。プラトンの著作を、前期、中期、後

期 と 分 け 、 前 期 の 代 表 作 が 、『 ソ ク ラ テ ス

の弁明』、中期が、『国家』、後期が、『法律』

と理解すれば、ケインズの言は、プラトン

を位置づけるのに、適切な表現であるとい

える。 

　 司馬遷に関して言えば、彼の代表作『史

記』は、歴史家の著作であり、彼が政治に

関心を示していたことは、次のような説明

か ら も わ か る 。「 多 少 の 飛 躍 を 恐 れ ず に 言

えば、司馬遷はすべての行為の価値を政治

との関連において考える儒家的立場に立っ

ていたのであり、したがって現実の社会（官

界）における失脚は、本来ならば立徳・立

功によって具現すべき己の抱負を、立言と

いう行為の中に盛り込まざるを得ない」（青

木 五 郎 ・ 中 村 嘉 弘 編 著 『 史 記 の 事 典 』、 大

修館書店、2 0 0 2 年 ）。前文に言う、現実の

社会における失脚とは、匈奴にくだった将

軍 の 李 陵 を 弁 護 し て 、 時 の 絶 対 的 権 力 者 、

漢 の 武 帝 の 怒 り に ふ れ 、 宮 刑 （ 去 勢 の 刑 ）

に処せられたことを指す。 

　 アリギエリ・ダンテに関して言えば、彼

の代表作『神曲』は、宗教的寓話として紹

介されるが、彼は詩人として芸術家ではあ

るが、実際に政治活動に参加し、不遇のう

ち に 客 死 す る 。 彼 は 、『 神 曲 』 に お い て 、

彼の政敵の背後にいる時の権力者、ローマ

教 皇 ボ ニ フ ァ チ ウ ス 8 世 に 対 し 厳 し く 断 罪

していることは、よく知られている。 

　アイザック・ニュートンに関して言えば、

彼は数学者であるとともに、物理学者であ

り、天文学者でもある。彼の学者としての

代 表 作 は 、『 プ リ ン シ ピ ア ー 自 然 哲 学 の 数

学的原理ー』であるが、彼が造幣局長官と

して経済活動にかかわり、ロイヤル・ソサ

ェティ会長として科学技術の振興に貢献し

た こ と も 事 実 で あ る 。 な お 、 ケ イ ン ズ は 、

『 人 物 評 伝 』 を 1 9 3 3 年 に 公 刊 す る が 、

19 5 1年に弟ジョフリー・ケインズによって、

3 篇 が 追 加 さ れ る 。 そ の 中 に 「 人 間 ニ ュ ー

トン」が見い出される。 

　 私 が 古 代 、 中 世 、 近 世 で 選 ん だ 4 人 に お

いては、近世以前は、政治と軍事は一体で

あり、政治に関与するプラトンは、哲学者

であり教育者、司馬遷は、歴史家、ダンテ

は、詩人で宗教家でもある。また、経済と

科学技術への関与が、数学者ニュートンに

よ っ て な さ れ て い る と い う こ と に な れ ば 、

政治、経済、軍事、科学技術が、文化（学

術、芸術、宗教、教育）に裏づけられてい

ることは明らかであろう。 
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　 私 は 、 本 誌 前 号 （『 福 山 大 学 図 書 館 報 』

第7号、2 0 0 9年 9月）において、「少年の夢、

老人の理想」という一文を書いた。少年の

夢は、老人になっても追い求め続けるもの

であり、夢が理想とつながることによって、

理想は、必ず実現するものであると記した。 

　 スタンダール『赤と黒』では、主人公ジ

ュリアン・ソレルは、青年である。トルス

トイ『戦争と平和』では、主人公アンドレ

イ・ボルコンスキーとピエール・ベズ―ホ

フは、壮年であるが、主題のナポレオン戦

争で、ロシアを守った老将軍クトゥ―ゾフ

（ 1 7 4 5 ～ 1 8 1 3 年 ） が 、 作 中 で 重 要 な 役

割を果たしている。マーク・トウェーン『ト

ム・ソーヤの冒険』は、主人公が少年であ

ることは、言うまでもないであろう。 

　 私 が 「 世 界 の 古 典 ベ ス ト 8 」 に 小 説 家 で

ある 3者、3作品を選んだのは、少年、青年、

壮年、老年の夢が語られているからである。

し か も 、『 赤 と 黒 』 の 主 人 公 が 、 夢 を 野 心

とみなされ、破滅するのは、貴族社会の中

で夢は、赤（軍人）と黒（僧侶）によって

しか、実現できなかったからである。夢は

理想と結びつかなかったのである。夢が理

想と結びつくためには、自由を必要とする

のである。トム・ソーヤは少年ではあるが、

夢を追い求め続けることができたのは、自

由の国アメリカの物語であることと無関係

とは言えない。 

　 私 が 専 門 の 経 済 学 の 中 か ら 、K . マ ル ク ス

を選んだのは、ケインズとの関係でケイン

ズが「アルフレッド・マーシャル伝」であ

げた経済学者の条件と結びつけ、次のよう

に言えるからである。 

　 マルクスは数学者ではないが、自然科学

的分析視角を身につけていたことは、彼の

学位論文『デモクリトスの自然哲学とエピ

ク ロ ス の 自 然 哲 学 の 差 異 』（ 1 8 4 1 年 ） で

理解でき、彼が歴史家といえるのは、著作

『 ル イ ・ ボ ナ パ ル ト 、 ブ リ ュ メ ー ル 1 8 日 』

（ 1 8 5 2 年 ）等で、政治家であるのは、『共

産 党 宣 言 』（ 1 8 4 8 年 ） 等 の 発 表 と 労 働 運

動の指導者であったことからも明らかであ

る。また、彼が哲学者であり、人文科学的

分析視角が彼の経済学において重要な位置

を 占 め て い る こ と は 、『 経 済 学 哲 学 草 稿 』

（ 1 8 4 4 年 ） 等 で わ か る 。 ケ イ ン ズ が 言 う

「 経 済 学 者 は 、 あ る 程 度 、 数 学 者 で 歴 史 家

で政治家で哲学者でなければならない」に

該 当 す る 人 物 が 、K . マ ル ク ス で あ る と も い

え る 。K . マ ル ク ス の 経 済 学 者 と し て の 著 作

を あ げ る と す れ ば 、 彼 の 代 表 作 『 資 本 論 』

（ 1 8 6 7 年 ）ということになる。 

　 世 界 の 古 典 ベ ス ト 8 を 確 認 す れ ば 、 次 の

ようにいえる。プラトンにおいては、プラ

ト ン 哲 学 の 集 大 成 と も い え る 『 法 律 』、 司

馬 遷 は 『 史 記 』、 ダ ン テ は 『 神 曲 』、 ニ ュ

ー ト ン は 『 プ リ ン シ ピ ア 』、 ス タ ン ダ ー ル

は『赤と黒』、トルストイは『戦争と平和』、

マーク・トウェーンは『トム・ソーヤの冒

険 』、 最 後 に 、 経 済 学 者 K . マ ル ク ス の 『 資

本論』となる。プラトンはギリシア、司馬

遷は中国、ダンテはイタリア、ニュートン

はイギリス、スタンダールはフランス、ト

ルストイはロシア、マーク・トウェーンは

ア メ リ カ 、 そ し て 、K . マ ル ク ス は ド イ ツ を

代表して選ばれたことになる。 
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　 大 学 生 活 で 図 書 館 を ど の く ら い 利 用 し

た か と い う こ と は 重 要 な こ と で あ る 。 大

学 で 行 く と こ ろ は 、 授 業 の 教 室 、 食 堂 、

部室等が主なものだが、時間が空いた時は、

是 非 図 書 館 へ 行 っ て ほ し い 。 費 用 対 効 果

で み て も 、 同 じ 学 費 を 払 っ て い る の な ら 、

図 書 館 を 最 大 限 利 用 す る 方 が よ い 。 

　 以 下 で は 、 私 が 考 え る 経 済 学 部 生 と し

て の 図 書 館 利 用 法 の 例 を 紹 介 す る 。 

 

　 ま ず 、 福 山 大 学 附 属 図 書 館 に 入 る と 、

１ 週 間 分 の 新 聞 が 綴 じ ら れ る コ ー ナ ー が

あ る 。 経 済 学 部 生 の 基 本 は 、 社 会 ・ 経 済

ニ ュ ー ス へ の 興 味 で あ る 。 少 な く と も 見

出 し は 確 認 し て お き た い 。 過 去 の 新 聞 を

見 た け れ ば 、 図 書 館 の 職 員 の 方 に 頼 む か 、

縮 刷 版 も 利 用 で き る 。 

　 奥 に 進 む と 、 雑 誌 コ ー ナ ー が あ る 。 専

門雑誌は、本屋の雑誌と比べると難しいが、

一 度 は 全 体 を 見 渡 し て み て ほ し い 。 日 本

評 論 社 の 『 経 済 セ ミ ナ ー 』 な ど は 、 経 済

学 部 生 向 け の 雑 誌 な の で 目 次 を 見 て 興 味

が あ る も の は 読 ん で ほ し い 。 

　右側には、洋書 (外国の本 )が並んでいる。

外 国 の 本 と い う と 、 見 る だ け で 嫌 に な る

か も し れ な い が 、 英 語 等 が 得 意 な 人 は 挑

戦 し て み て ほ し い 。 な お 、 経 済 学 部 で は 、

大 学 院 生 以 上 に な る と 、 読 む 文 献 の 半 分

以 上 は 英 語 で あ る 。 

　 勉強机を通り過ぎて、反対側は和書（日

本 の 本 ） で あ る 。 以 下 、 図 書 分 類 番 号 に

従 っ て 紹 介 し て い く 。 

　 経 済 学 部 の 基 本 は 、【 3 3 1 】 で あ る 。

必修科目の「経済学入門」「マクロ経済学」

｢ ミ ク ロ 経 済 学 ｣ 等 に 関 係 す る 本 が 、 新 し

い 物 か ら 古 い 物 ま で た く さ ん 書 棚 に 並 ん

で い る 。 数 学 や 統 計 ・ コ ン ピ ュ ー タ ー 関

連 は 、【 3 3 1 . 1 9 】 で あ る 。 １ つ 奥 の 書

棚 に 行 く と 、 経 済 学 の 歴 史 や 思 想 関 係 の

本 が 、 た く さ ん あ る 。 歴 史 や 思 想 が 好 き

な 「 本 当 に 文 系 」 の 人 に と っ て は 退 屈 さ

せ な い コ ー ナ ー で あ る 。 

　 以 下 、【 3 3 2 】経 済 史・事 情 、経 済 体 制 、

【 3 3 3 】経済政策、国際経済、【 3 3 4 】人口、

土 地 、資 源 、【 3 3 5 】企 業 、経 営 、【 3 3 6 】

経営管理、【 3 3 7 】貨幣通貨、【 3 3 8 】金融、

銀 行 、信 託 、【 3 3 9 】保 険 と 続 く 。【 3 4 0 】

台 に は 財 政 、【 3 6 0 】台 に は 労 働 や 社 会 保

障 関 連 も あ る 。自 分 の 興 味 が あ る 分 野 が

分 か れ ば 、そ れ に 該 当 す る 番 号 の 書 棚 に

行 け ば よ い 。例 え ば 、あ る 国 の 経 済 に つ

い て の レ ポ ー ト を 書 く と き は 、【 3 3 3 】か

ら 探 せ ば よ い 。特 に 税 務 会 計 学 科 の 人 が

探 す の は【 3 3 6 】で あ る 。 

　 他 に は 、 統 計 や 情 報 分 野 を 専 攻 し て い

る 人 は 【 4 0 0 】 番 台 の 自 然 科 学 コ ー ナ ー 、

ス ポ ー ツ マ ネ ー ジ メ ン ト 関 係 は 【 7 8 0 】

番 台 と な る 。 サ ッ カ ー や 野 球 の 本 も た く

さん並んでいるので積極的に読んでほしい。 

　 大 学 で は 、 自 分 の 専 門 を 勉 強 す る の は

も ち ろ ん 大 切 で あ る が 、 教 養 を 深 め る 、

つ ま り 、 自 分 の 専 門 以 外 の こ と を 知 る こ

と も 重 要 で あ る 。 上 で 紹 介 し た 図 書 分 類

番 号 に こ だ わ ら ず 、 経 済 学 と 全 く 関 係 な

い 分 野 の 本 に も 挑 戦 し て ほ し い 。 

　 図 書 館 内 に は デ ー タ ベ ー ス や パ ソ コ ン 、

A V 資 料 も あ り 、 最 近 で は 電 子 書 籍 、 電

子 雑 誌 も 増 え て い る の で 、 有 効 利 用 し て

ほ し い 。 

　 3 階 に 行 く と 、 グ ル ー プ 学 習 室 も あ る 。

特 に 3 年 生 の ゼ ミ で は 、 ゼ ミ の 課 題 を す

る 際 に 、 グ ル ー プ 学 習 室 で 時 間 を 忘 れ る

ほ ど 議 論 を し 、 考 え て ほ し い 。 就 職 活 動

に な っ て は じ め て グ ル ー プ 面 接 対 策 な ど

を す る の で は な く 、 普 段 か ら 友 達 と 一 緒

に 勉 強 を し て 、 議 論 を し て お く 方 が よ い 。

3年生に限らず、試験勉強やレポートにも、

利 用 し て ほ し い 。 教 わ る こ と は も ち ろ ん

だが、友達に教えることもよい勉強になる。 

　 本 学 の 図 書 館 に は 経 済 学 の 教 科 書 的 な

経済学部生の図書館利用法  

経済学部講師   塚原　一郎  
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　『働く理由』は職業・仕事について、色々

な本などから集めた 9 9 の 言葉（断片）と、

著 者 の 解 説 と を 交 互 に 展 開 し て い る 本 で

あ る 。 

　 一 般 に 文 章 の 断 片 の 意 味 は 文 章 全 体 の

文 脈 の 中 で 読 み 取 ら ね ば な ら な い が 、 抜

き 出 し 方 に よ っ て は 断 片 だ け で も 読 者 を

ひ き つ け る 力 を 持 っ て い る 。 ― た と え ば

国 語 の 入 試 問 題 の 文 章 は い わ ば 長 い 断 片

だ が 、 出 題 者 が 精 選 し た 箇 所 だ け あ っ て 、

そ の よ う な 魅 力 を 持 つ も の が 多 い 。 

　『 働 く 理 由 』 は お も に 職 業 ・ 仕 事 の 動 機

（ モ チ ベ ー シ ョ ン ） を 扱 っ て い る 。 人 は 何

のために働くのか、自分の「やりたいこと」

は何か、それをどのようにして見つけるか、

な ど に つ い て 述 べ ら れ て い る 。9 9 の 言 葉

のうちのほんの一部を（引用の引用として）

こ こ で 紹 介 し て み よ う 。 

「 自 分 が 好 き な こ と 、 そ れ し か や ら な い 。

そ う 決 め る の は 自 分 で あ る 。 そ う 決 め て

ち っ と も 差 し 支 え な い 。 た だ 現 実 に は 、

好 き な こ と を す る た め に 、 ほ か の い ろ い

ろ な こ と を し な く て は な ら な い 。 そ れ も

好 き に な れ ば い い 。（ 中 略 ） 本 当 に 好 き な

ら 苦 労 は い と わ な い 。 苦 労 が 苦 労 で は な

い か ら で あ る 。 苦 労 し た く な い な ら 、 結

局 そ れ ほ ど 『 好 き で は な い 』 の で あ る 。」

（ N o . 5 、 養 老 孟 司 ） 

　大学の 1･2 年次は自分の「やりたいこと」

を 探 す 余 裕 の あ る 時 期 だ が 、3 ･ 4 年 次 に な

る と 就 活 が 本 格 化 し 、 社 会 の 現 実 が 迫 っ

て く る 。 そ れ に 応 じ て 、 次 の よ う な 言 葉

も 次 第 に 現 実 味 を 帯 び て く る だ ろ う 。 

「 仕 事 の 9 5 ％ は 繰 り 返 し の ル ー テ ィ ン ワ

ー ク 。 で も 、 残 り の 5 ％ を ど う 膨 ら ま せ る

かで仕事を面白くできるかどうかが決まる。

ど こ か に 面 白 い 仕 事 が な い か と 探 す ん じ

ゃ な く 、 目 の 前 の 仕 事 を 面 白 く す る 方 法

を 探 す こ と の 方 が 重 要 。 楽 し い こ と を す

るんじゃなくて、することを楽しんでみる。

こ っ ち の 方 が 知 的 だ し 、 ず っ と 豊 か な 人

生 に な る と 思 う ん で す 。」 

本 が た く さ ん 並 ん で い る 。 授 業 で 少 し で

も分からないことがあれば、図書館へ行き、

調 べ て み る と よ い 。 授 業 が 物 足 り な い 場

合 は 、 図 書 館 で 上 の レ ベ ル の 本 を 読 む べ

き で あ る 。 大 学 の 授 業 は 、 授 業 を 聞 い た

ら 1 0 0 ％ 理 解 出 来 る よ う に は で き て い な

い 。 自 分 で 調 べ 、 本 を 読 み 、 考 え る 等 の

予 習 復 習 を 相 当 量 す る こ と に よ り 、 授 業

内 容 が 理 解 で き る よ う に な る 。 本 を も っ

とたくさん借りたい、もっと長くかりたい、

読 み た い 本 が な い 、 と い う よ う な 要 望 は

多 数 出 し て ほ し い 。 図 書 館 の 職 員 の 方 は 、

図 書 の 専 門 家 な の で 、 積 極 的 に 質 問 ・ 相

談 し て ほ し い 。 親 身 に な っ て 対 応 し て く

れ る 。 

　 読 む 本 が 分 か ら な い 場 合 、 先 生 に 聞 く

の も よ い が 、 一 番 よ い の は 、 自 分 で 自 分

に あ っ た 本 を 探 す こ と で あ る 。 理 解 力 や

既 存 知 識 は 人 に よ っ て 違 う し 、 先 生 と 学

生 で も 違 う 。 先 生 が よ い と 言 っ た 本 が 必

ず し も 自 分 に 合 っ て い る と は 限 ら な い 。

大 事 な の は 自 分 の 目 で た く さ ん の 本 を 見

る こ と で あ る 。 

　 最 後 に 、 本 で も 雑 誌 で も 、 特 に 専 門 書

は 初 め か ら 最 後 ま で 一 冊 読 も う と す る と 、

非 常 に 苦 痛 に な る 。 ま え が き と あ と が き

を 読 み 、 後 は 自 分 の 興 味 の あ る と こ ろ だ

け 読 み 、 次 の 本 へ と 移 る と よ い 。 そ れ を

く り 返 す う ち に 、 本 当 に 自 分 に 合 う 本 が

見 つ か る だ ろ う 。 

『働く理由』と就活  

人間文化学部教授   岡　晃弘  
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　 こ の 原 稿 依 頼 の 打 診 を 学 科 主 任 か ら 受

け た の が ６ 月 で あ っ た 。 困 っ て し ま っ て 、

他 に 誰 も い な け れ ば と い う こ と で 一 応 返

事 し て お い た 。 し か し 結 局 書 く は め に な

り 、 ７ 月 に 本 を 読 ん で 書 く と い う こ と で

許 し て も ら っ た 。 と こ ろ が 、 感 動 す る よ

う な 本 を 探 そ う と し て い る う ち に ７ 月 も

半 分 過 ぎ て し ま っ た 。 

　 過 去 の 図 書 館 報 を 開 い て み て 、 ど う し

よ う か と 考 え た 。 私 と 同 じ よ う に 書 く こ

と に 困 っ た 時 の 心 情 を ユ ー モ ア を ま じ え

て上手に書かれている先生がいらっしゃり、

そ れ を 読 ん で 大 変 安 心 し た 。 私 が 困 っ て

し ま う 原 因 は そ の 、「 教 養 人 へ の 道 」 そ

の も の だ と 痛 感 し た 。 情 け な い こ と だ 。

別 の ペ ー ジ に 目 を 向 け る と 収 容 所 に つ い

て の 本 の 紹 介 が あ っ た 。 収 容 所 と い え ば 、

と い う こ と で 思 い 浮 か ん だ 話 が あ っ た 。 

　 私 が 生 ま れ た の は 徳 島 県 で あ り 、 中 学

高校時代を過ごした鳴門市の実家の近所に、

板 東 収 容 所 の 跡 地 が あ る 。 そ こ を 舞 台 に

し た 映 画 『 バ ル ト の 楽 園 』 は 2 0 0 6 年 夏

に 公 開 さ れ た が 少 し マ イ ナ ー な 映 画 な の

で ご 存 知 な い 方 が 大 部 分 だ と 思 う 。 し か

（ N o . 4 9 、 松 永 真 理 ） 

　『 働 く 理 由 』 の 続 編 と し て 『 働 く 理 由 　

続 』 も 出 版 さ れ て い る 。 著 者 は そ の 第 7 章

（ 迷 う 力 　 , 　 決 め る 力 ） で 、 職 業 や 会 社

を 自 分 で 決 め ら れ な い 人 を 、2 つ の パ タ ー

ン に 分 け て い る 。 

　 第 1 の パ タ ー ン は 「 決 め 方 が 分 か ら な い

人 」。 そ の よ う な 人 に 対 し て 、 著 者 は ア メ

リ カ の 心 理 学 者 デ ィ ン ク レ ッ ジ の 「 望 ま

し い 意 思 決 定 の 手 順 」 を 示 し て い る 。 ――

「 ① 何 を 決 定 す る の か を は っ き り さ せ る 　

② 必 要 な 情 報 を 集 め る 　 ③ 選 択 肢 を 挙 げ

て み る 　 ④ 選 択 基 準 （ 自 分 の 価 値 観 ） と

な る 項 目 を い く つ か 挙 げ て み て 、 そ の 重

要 度 を 評 価 す る 　 ⑤ ④ に 基 づ い て 選 択 肢

の 中 か ら ひ と つ を 選 ぶ 　 ⑥ 行 動 す る 　 ⑦

得 ら れ た 結 果 に つ い て 検 討 す る 」 

　 第 2 の パ タ ー ン は 「 決 め る の が 怖 い 人 」。

そ の よ う な 人 に 対 し て は 、 不 完 全 さ と 不

確 実 性 を 喜 ん で 受 け 入 れ る こ と を 著 者 は

勧 め て い る 。 著 者 で あ る 戸 田 智 弘 氏 の 言

葉 を こ こ で 引 用 し よ う 。 

「 す べ て の 決 定 は 仮 決 定 に す ぎ ず 、 最 終 決

定ではないということを理解する。 だから、

と り あ え ず 決 定 す る 。 あ な た の 未 来 は 決

定 か ら 始 ま る の だ 。 そ し て 前 に 進 む こ と 。

間 違 っ た ら や り 直 せ ば い い 。 あ な た に は

『 失 敗 す る 自 由 』 が あ る 。」（ p . 1 1 9 ） 

　 最 後 に 、 就 職 試 験 に 数 社 落 ち た 学 生 同

士 が 話 し て い る 場 面 を 想 像 し て ほ し い 。 

「 俺 た ち 、 も う 終 わ っ ち ゃ っ た の か な ぁ 」 

「 ば か や ろ う 、 ま だ 始 ま っ ち ゃ い ね ー よ 」 

　 この言葉は、もともと北野武の映画「キ

ッ ズ ・ リ タ ー ン 」 の 中 の も の だ （『 働 く 理

由 　 続 』 で も N o . 4 6 と し て 引 用 さ れ て い

る ）。 映 画 で は 、 挫 折 を 経 た 2 人 が 最 後 の

場面で自転車に乗りながら交わすセリフだ。

そ の 言 葉 を 私 が 勝 手 に 映 画 と は 全 く 異 な

る 場 面 に 当 て は め て み た 。 数 社 落 ち た く

らいで就活はまだ始まっていないのである。 

〔図書館所蔵情報〕　ここで紹介された以下２点の図書は、本学図書館でも所蔵しています。  

戸田智弘『99の名言に学ぶシゴト論。（働く理由）』（ディスカヴァー・トゥエンティワン、20 0 7 . 7）【3 6 6 / T】 

戸田智弘『99の至言に学ぶジンセイ論。（働く理由　続）』（ディスカヴァー・トゥエンティワン、20 0 8 . 1 2）【36 6 / T続】 

板東収容所のはなし  －異文化の交流－  

工学部教授   真鍋　圭司  
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し 、 徳 島 で は 大 々 的 に 宣 伝 さ れ て お り 、

お 盆 に 帰 省 し た 際 父 と 見 に 行 っ た 。 ま た 、

D V D も 購 入 し て よ く 見 た も の だ 。 そ の 映

画 が き っ か け で 板 東 捕 虜 収 容 所 に 少 し 関

心 を 持 っ た 。 そ の 収 容 所 に 関 す る 文 献 は

い ろ い ろ あ る み た い だ が 、 本 格 的 に 調 べ

る よ う な こ と は と て も で き な い の で 、 一

般 向 け の 文 庫 で 『 松 江 豊 寿 と 会 津 武 士 道 』

と い う 本 を 読 ん だ 。 

　 板 東 収 容 所 と い う の は 、 第 一 次 世 界 大

戦 時 に 、 日 本 が ド イ ツ 人 を 捕 虜 と し て い

た 収 容 所 で あ る 。 こ の 収 容 所 は 普 通 の 収

容 所 と 違 い 、 捕 虜 を 人 間 と し て 人 道 的 に

扱 っ た ら し い 。 こ れ は そ の 収 容 所 の 所 長

であった松江豊寿という人物の方針であり、

こ れ を 実 際 に 実 行 し た の だ か ら 信 じ ら れ

な い よ う な 話 で あ る 。 そ の 収 容 所 に は 、

パ ン 工 場 や 、 運 動 場 な ど い ろ い ろ な 施 設

が あ り 、 ま た 捕 虜 達 で 新 聞 を 作 っ て 発 行

さ れ て い た と い う か ら 驚 き で あ る 。 ま た 、

捕 虜 達 の 中 に は い ろ い ろ な 職 人 、 学 者 や

音 楽 家 も い て 、 ド イ ツ の 文 化 を 地 元 の 徳

島 に 紹 介 し た 。 ベ ー ト ー ベ ン の 第 九 交 響

曲 を 日 本 で 初 め て 演 奏 し た の は そ の 地 だ

と い う 話 で あ る 。 映 画 で は 、 松 平 健 が そ

の 松 江 所 長 役 を 演 じ て い る 。 

　 松 江 所 長 は 会 津 の 出 身 で 、 会 津 は 戊 辰

戦 争 に 敗 北 し た 経 緯 も あ り 、 彼 は 敗 者 が

置 か れ る 厳 し い 環 境 を よ く 理 解 し て い た 。

こ の 本 は 彼 が と っ た 人 道 的 な 行 動 を 、 会

津 武 士 道 と 関 連 さ せ て 解 説 し て い る 。 松

江 所 長 の お か げ で 、 ま さ に 奇 跡 の よ う な

模 範 的 収 容 所 が 現 実 に 日 本 に 存 在 し た の

で あ る 。 鳴 門 市 ド イ ツ 館 に は 、 そ の 古 い

資 料 が 展 示 さ れ て い る 。 日 本 と ド イ ツ の

文化交流が生まれ、洋菓子製造技術、養鶏、

建築、土木技術などがドイツから伝わった。

板 東 の 町 に は ド イ ツ 橋 と い う 石 を 並 べ て

組 み 立 て た よ う な 橋 も あ る 。 

　 理 系 、 文 系 と い う 分 類 を 借 用 す る な ら

ば 私 は 理 系 な の で 、 こ れ 以 上 書 く と 、 日

本 史 や 世 界 史 な ど 知 識 も 必 要 に な っ て ボ

ロ が で る の で や め た ほ う が 無 難 で あ る 。 

　 と こ ろ で 理 系 の 話 で は 、「 い ま さ ら 聞

け な い 計 算 力 学 の 常 識 」 と い う 本 は 以 前

に 読 ん で い た の で そ れ に つ い て は 書 け そ

う だ 。 計 算 力 学 は 私 の 専 門 分 野 で も あ り 、

お も し ろ そ う な 題 名 な の で 購 入 し た 。 い

ろ い ろ な 分 野 の 専 門 家 が 執 筆 し て お り 、

他 分 野 の 人 に は 、 は ず か し く て 聞 け な い

よ う な 常 識 的 な 内 容 を 解 説 し よ う と い う

趣 旨 の 本 で あ る 。 本 中 に は 数 式 が 多 く 出

て く る が 、 い わ ゆ る 専 門 書 の よ う な 堅 苦

し さ は な く 、 比 較 的 わ か り や す い と 言 え

る と 思 う 。 と は 言 っ て も や は り 専 門 的 な

内 容 で 、 大 学 院 生 以 上 の 計 算 力 学 に 予 備

知 識 が あ る 人 を 対 象 に し た 本 で あ ろ う 。

計 算 手 法 は 有 限 要 素 法 を 中 心 に 解 説 さ れ

て い る 。 固 体 と 流 体 の 両 方 の 計 算 法 に 触

れ て い る が 、 有 限 要 素 法 は 、 固 体 の 変 形

計 算 を 得 意 と す る 。 そ れ を 流 体 の 解 析 に

応 用 す る に は 、 さ ま ざ ま な 問 題 が あ る 。

安 定 化 有 限 要 素 法 と い う の は 、 そ の 解 決

の 一 手 法 で あ る が 、 こ れ に つ い て 、 非 常

に わ か り や す い 解 説 が な さ れ て い る 。 最

小 自 乗 法 と の 関 係 の 説 明 は 、 提 案 者 の 英

語 の 原 論 文 を 読 ん で も 解 り に く い が 、 平

易 に 説 明 さ れ て い る 。 こ の 本 は 土 木 系 の

先 生 が 中 心 に な っ て 執 筆 さ れ た 本 で あ り 、

機 械 系 の 私 と し て は い ろ い ろ と 新 鮮 に 感

じ る 部 分 も 多 か っ た 。 

　 こ の よ う に 理 系 の 本 に つ い て 書 い て み

てもやはり無味乾燥な内容になってしまう。

な か な か 困 っ た も の だ 。 し か し 上 の 話 で

は 、 日 本 と ド イ ツ の 文 化 の 交 流 、 ま た 、

計 算 力 学 で も 固 体 と 流 体 、 さ ら に は 土 木

と 機 械 な ど 専 門 領 域 の 異 な っ た 部 分 の 文

化 が 交 流 す る と い う 意 味 で は 共 通 点 を 見

出 せ る 。 異 文 化 が 交 流 す る の は 困 難 を 伴

う が 、 悪 く は な い と 思 っ た 次 第 で あ る 。 
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　 野 田 知 佑 著 『 日 本 の 川 を 旅 す る 』（ 新

潮 社 文 庫 ）、 私 が こ れ ま で に も っ と も 影

響 を 受 け た 本 が こ の 本 か も し れ な い 。 

　 私 が こ の 本 を 読 ん だ の は 、 中 学 一 年 の

夏 だ っ た 。 当 時 、 私 は さ ま ざ ま な 冒 険 記

に は ま っ て い た 。 ス コ ッ ト 、 ア ム ン ゼ ン

の 南 極 探 検 記 な ど を 読 ん で は 、 冒 険 家 を

夢 見 る 少 年 で あ っ た 。 冒 険 家 に 憧 れ る 一

方 で 、 同 時 に 将 来 へ の 失 望 感 も 抱 い て い

た 。2 1 世 紀 を 夢 見 る 冒 険 家 の 卵 に と っ て 、

南 極 点 到 達 の よ う な 前 人 未 到 の 快 挙 な ど

残 さ れ て い る は ず も な か っ た か ら で あ る 。

中 学 生 の 自 分 か ら 見 て も 、 当 時 の 冒 険 家

の 試 み は す で に 重 箱 の 隅 を 突 く よ う な 、

虚 し い 行 為 に 思 え た 。 そ ん な と き に 手 に

し た の が こ の 本 だ っ た 。 こ の 本 は 私 の 冒

険 に 対 す る 考 え を 改 め 、 さ ら に 私 の 冒 険

心 を 掻 き た て る も の と な っ た 。 

　 当 時 、 海 外 の 未 踏 の 場 所 で の 探 検 記 を

読 み 、 冒 険 心 を 膨 ら ま せ る こ と が 多 か っ

た の だ が 、 こ の 本 の 内 容 は 、 日 本 全 国

1 4 の 河 川 を カ ヌ ー で 下 る 旅 行 記 で あ る 。

著 者 は 、 当 時 は 珍 し か っ た 折 り た た み 式

の カ ヌ ー を 担 ぎ 、 電 車 や バ ス を 乗 り 継 い

で 川 の 上 流 部 へ と 辿 り 着 き 、 そ こ か ら 一

週 間 ほ ど か け て 、 の ん び り と そ の 川 を 下

る 。 そ こ で の 自 然 や 人 と の 交 流 を 淡 々 と

記 し た も の だ っ た 。 無 論 、 そ の 中 に は 、

生 命 の 危 機 に 瀕 す る よ う な ド ラ マ テ ィ ッ

ク な 展 開 は な い 。 し か し 、 私 は い ま で も

こ の 本 の 中 の 旅 こ そ が 、 私 に と っ て の 冒

険 だ と 思 っ て い る 。 

　 こ の 本 を 読 ん で 、 日 本 の 身 近 な 自 然 が

こ れ ほ ど 素 晴 ら し い も の か 、 ま た 、 狭 い

と 思 っ て い た 日 本 に こ れ ほ ど 多 様 な 自 然

が あ る も の か と 驚 い た 。 私 は 日 本 を も っ

と 知 り た く な っ た 。 ま だ ま だ 、 冒 険 家 も

捨 て た も の で は な い 。 私 が 見 る べ き も の 、

経 験 す べ き も の は た く さ ん あ る と 期 待 に

胸 が 膨 ら ん だ 。 

　 こ の 本 の 中 に は 、 私 が 育 っ た 町 を 流 れ

る 川 （ 多 摩 川 ） で の 体 験 も 記 さ れ て い る 。

い ま で こ そ 水 質 が 改 善 さ れ つ つ あ る も の

の 、 当 時 の 多 摩 川 は 汚 く 、 川 下 り を す る

に は 日 本 で も っ と も 危 険 な 川 だ と 紹 介 さ

れ て い た 。 そ れ は 水 質 が 悪 い だ け で な く 、

そ こ に 住 む 人 （ 釣 り 人 ） が ひ ど く 攻 撃 的

だ か ら だ と 記 さ れ て い る 。 そ れ は 、 他 の

自 然 豊 か な 河 川 で の 旅 行 記 と は 対 照 的 な

内 容 だ っ た 。 

　 多 摩 川 は 山 梨 県 秩 父 山 地 を 源 泉 と し 、

私 が 育 っ た 神 奈 川 県 川 崎 市 に 沿 っ て 海 へ

と 流 れ る 。 上 流 部 は 水 質 も よ く 美 し い 川

で あ る が 、1 4 0 ㎞ を 経 る う ち に 水 は 濁 る 。

私 が 中 学 生 だ っ た 頃 、 多 摩 川 の 上 流 で ヤ

マ メ や イ ワ ナ 釣 り を 楽 し み 、 中 流 で コ イ

や フ ナ 釣 り 、 河 口 で は ハ ゼ や ア ナ ゴ 釣 り

を 楽 し ん で い た 。 多 摩 川 は 、 上 流 か ら 下

流 へ 下 る 間 に 同 じ 川 と は 思 え な い 変 貌 を

遂 げ て い た 。 著 者 は 、 こ の 川 を 「 1 0 0 0

万 都 民 が 収 奪 し た 川 の 残 骸 」 と 比 喩 し て

い る 。 こ の 本 を 読 ん で 、 私 も こ の 著 者 の

よ う に 川 の 自 然 環 境 や そ こ に 住 む 人 の 性

質 の 変 化 を 体 験 し た く な っ た 。 

日常の中の冒険  

生命工学部講師   渡辺　伸一  
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　 高 校 に 入 学 し て す ぐ の 夏 休 み 、 私 は そ

れ を 体 験 す る た め の 旅 に 出 た 。 テ ン ト や

寝 袋 を バ ッ ク パ ッ ク に 詰 め 、 多 摩 川 の 源

流 部 か ら 河 口 ま で の 1 4 0 ㎞ を 歩 い て み た 。

そ の 間 、 こ の 本 の 著 者 に 習 い 、 旅 は で き

る だ け ゆ っ く り と 進 む よ う 努 め た 。 上 流

部 か ら 一 週 間 を か け て 歩 き 、 や が て 海 へ

と 到 達 し た 。 そ の 経 験 を 通 じ て 、 川 の 水

と そ こ で 暮 ら す 人 の 様 子 が 変 貌 し て い く

の を 憶 え て い る 。 水 が き れ い な う ち は 、

み な と て も 親 切 で 愛 想 が よ い 。 大 き な バ

ッ ク を 背 負 っ て 歩 く 少 年 に 誰 も が 「 ど こ

ま で 行 く の か 」 と 声 を か け て く れ た も の

で あ る 。 し か し 、 水 が 汚 れ る に つ れ て 、

み な 愛 想 が 悪 く な っ た 。 人 に 接 す る 機 会

は 増 え る も の の 、 他 人 に ま っ た く 興 味 が

な い の か 声 を か け ら れ る こ と も な け れ ば 、

目 を 合 わ せ る 人 さ え な か っ た 。 な ん と も

不 思 議 な 経 験 だ っ た 。 

　 こ の 旅 が 、 私 の は じ め て の 冒 険 だ っ た

の か も し れ な い 。 そ の 後 、 私 は 高 校 の 三

年 間 を 通 じ て 日 本 各 地 に 旅 に 出 か け た 。

大 学 は 、 高 校 生 活 で は 行 く こ と の で き な

か っ た 沖 縄 へ と 渡 っ た 。 大 学 卒 業 後 は 自

身 の 研 究 の た め に 南 極 を は じ め 、 ふ つ う

の 人 で は な か な か 行 け な い 土 地 へ 行 く 機

会 に も 恵 ま れ た 。 し か し 、 ど ん な 土 地 へ

行 っ て も 、 私 は こ の 本 の 著 者 の 言 葉 を 忘

れ な い で い る 。「 冒 険 は 三 日 も す る と 日

常 に な る 」。 そ の お か げ で 、 私 は ど ん な

土 地 で の 生 活 に も 順 応 し 、 そ れ を 日 常 と

す る こ と が で き た 。 ま た 、 私 は こ う も 思

う 「 日 常 の 中 に こ そ 冒 険 が あ る 」。 退 屈

に 感 じ る 日 常 の 中 に も 、 新 た な 発 見 は 多

い も の で あ る 。 福 山 に 来 て 二 年 以 上 が 経

つ が 、 私 は 日 常 の 中 で の 体 験 か ら い ま で

も 新 鮮 な 感 動 を 得 る こ と が で き て い る 。 

 

～ 新 し く 分 館 が オ ー プ ン し ま し た ～  
 

 

　 こ れ ま で 1 0 号 館 3 階 に あ っ た 薬 学 部 分 館 が 、2 0 1 0 年 4 月 に 3 4 号 館

1 階 に 引 越 し 、 名 称 を 「 附 属 図 書 館 分 館 」 と 改 め 開 館 し ま し た 。 

＜ 3 4 号 館＞  

こ の 1 階に分館があります。 
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　 本 館 （ 1 5 号 館 2 階 閲 覧 室 ） の 約 半 分 の 床 面 積 1 , 1 0 0 ㎡ と 1 7 6 の 座 席 、 収 容 冊 数 約

5 7 , 0 0 0 冊 を 擁 す る 広 く 新 し い 分 館 に な り ま し た 。 

 

　 個 人 学 習 用 の 仕 切 つ き 閲 覧 机 や Ａ Ｖ ブ ー ス 、 グ ル ー プ 学 習 室 、 電 動 書 架 な ど 、 こ れ

ま で に な か っ た ス ペ ー ス が 出 来 ま し た 。 ま た 、 今 ま で 置 い て い な か っ た フ ァ ッ シ ョ ン

誌 な ど の 購 入 も 開 始 し ま し た 。 

　 新 し く オ ー プ ン し た 分 館 は 1 号 館 に 近 く な り 、 い ろ い ろ な 学 部 学 科

の み な さ ん に 足 を 運 ん で も ら い 易 く な っ た の で は と 思 い ま す 。 ご 利 用

お 待 ち し て い ま す 。 

＜仕切つき閲覧机＞  

＜ 新着図書・雑誌コーナー＞  

 

＜ 情報検索コーナー＞  

 

＜ ＡＶブース＞  
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　 2 0 1 0 年 、 日 本 の 古 都 、 奈 良 は 、 平

城 遷 都 1 3 0 0 年 、 春 か ら 夏 へ 、 夏 か ら

秋 へ 、 多 彩 な 行 事 が 開 催 さ れ た 。 社 会

科 学 で あ る 経 済 学 は 、 研 究 室 か ら 一 歩

外 へ 出 る 必 要 が あ る 。 今 年 の 私 は 、 教

え 子 と の 研 修 旅 行 で 、 春 は 青 森 県 弘 前

で 春 全 開 の 桜 を 見 、 夏 は 長 野 で 善 光 寺

に 参 詣 し 、 秋 に は 紅 葉 の 中 、 秋 田 で 秋

の 稔 り の 成 果 で あ る き り た ん ぽ と 八 幡

平 の 松 茸 を 食 し 、 冬 は 山 形 、 月 山 山 麓

で 雪 に う ず も れ た 宿 舎 で の 、 山 鳥 の 鍋

を 楽 し み に 出 か け る 予 定 で あ る 。 

　 2 0 1 0 年 8 月 、 長 野 へ の 旅 の 途 中 で 、

秋 の 七 草 が 存 在 す る な ら 、 秋 の 七 虫 も

選 べ る の で は な い か と 、 話 題 に な っ た 。

長 野 市 内 で 宿 泊 し た が 、 夕 食 は 郊 外 の

名 料 亭 で と っ た 。 そ の 折 、 主 人 か ら 一

言 と 「 虫 の 音 」 と 直 筆 で 書 か れ た 紙 片

が 、 私 の 席 に 置 か れ て い た 。 

　 秋 の 七 草 は 、 は ぎ 、 お ば な 、 く ず 、

な で し こ 、 お み な え し 、 ふ じ ば か ま 、

き き ょ う 、 か ら な る 。 秋 の 七 虫 は 、 秋

の 気 配 を 示 す 、 ひ ぐ ら し （ ま た は 、 つ

く つ く ぼ う し ）、 赤 と ん ぼ 、 秋 の 七 草

に ち な み 、 秋 の 花 を 求 め る 蝶 （ 春 の 蝶

と 区 別 す る た め に 、 は ぐ れ 黄 蝶 と 呼 ぶ

こ と に す る ）、 秋 の 稔 り と 結 び つ け て 、

い な ご 、 か ま き り 、 秋 の 深 ま り と し て 、

こ お ろ ぎ と き り ぎ り す を 選 ん で み た 。 

　 春 の 七 草 は 、 セ リ 、 ナ ズ ナ 、 ゴ ギ ョ

ウ 、 ハ コ ベ 、 ホ ト ケ ノ ザ 、 ス ズ ナ 、 ス

ズ シ ロ を 指 す 。 日 本 の 春 を 代 表 す る 桜

が 、 春 の 七 草 で は 捉 え 切 れ な い の で 、

秋 の 七 虫 を 念 頭 に 、 春 の 七 花 も 選 ぶ こ

と に な っ た 。 春 の 気 配 を 示 す も の と し

て 、 梅 の 花 、 桃 の 花 、 春 の 七 草 に ち な

み 、 ナ ズ ナ 、 ス ズ ナ 、 ス ズ シ ロ が 、 ア

ブ ラ ナ 科 に 所 属 し て い る こ と か ら 、 ア

ブ ラ ナ 科 の 菜 の 花 、 春 全 開 と し て 、 桜

の 花 、 藤 の 花 、 夏 来 た る と し て 、 卯 の

花 、 花 し ょ う ぶ を あ げ た 。 

　 日 本 の 四 季 は 、 日 本 の 行 事 あ る い は

日 本 の 歴 史 と 重 ね て み る と 、 よ り 身 近

な も の に な る 。 春 の 七 花 の 桃 は 、 三 月

の ひ な 祭 り に 欠 か せ な い 。 ま た 、 春 の

七 花 の 花 し ょ う ぶ は 、 五 月 の 端 午 の 節

句 と 結 び つ く 。 春 の 七 花 の 梅 は 、 奈 良

時 代 、 日 本 が 尊 敬 し 、 学 ぼ う と し た 隣

国 中 国 と の 関 係 を 、 春 の 七 花 の 藤 の 花

は 、 奈 良 時 代 一 時 全 盛 を き わ め た 藤 原

氏 を 象 徴 し て い る 。 

　 日 本 の 四 季 は 、 日 本 人 の 五 感 と 強 く

結 び つ い て い る 。 春 の 七 草 が 、 七 草 が

ゆ と し て 味 覚 、 秋 の 七 草 は 月 見 の 宴 で

視 覚 と 関 係 し て い る 。 春 の 七 花 と 秋 の

七 虫 が 、 そ の 欠 を 補 う と す れ ば 、 春 の

七 花 の 梅 、 卯 の 花 は 、 嗅 覚 を 、 秋 の 七

虫 の せ み 、 こ お ろ ぎ 、 き り ぎ り す は 、

聴 覚 を 、 ま た 、 花 し ょ う ぶ は 、 端 午 の

節 句 の し ょ う ぶ 湯 で 、 触 覚 を 通 し て 存

在 感 を 示 す 。 

　 日 本 の 四 季 を 語 る 場 合 、 唱 歌 の 存 在

も 無 視 で き な い 。 春 の 七 花 の 卯 の 花 は 、 

佐 佐 木 信 綱 作 詞 の 「 夏 は 来 ぬ 」 の 中 に 、

秋 の 七 虫 、 こ お ろ ぎ 、 き り ぎ り す は 、 文

部 省 唱 歌 「 虫 の こ え 」 で 、 １ 番 の 歌 詞

に 登 場 す る ま つ む し 、 す ず む し は 、 こ

お ろ ぎ 科 、 ２ 番 の き り ぎ り す 、 く つ わ

む し 、 う ま お い は 、 き り ぎ り す 科 で ま

と め ら れ 、 立 派 に 理 科 の 教 材 と し て も 、

役 立 っ て い る 。 春 の 七 花 の 菜 の 花 は 、

文 部 省 唱 歌 「 朧 月 夜 」 で 、「 菜 の 花 畠

に 　 入 日 薄 れ 」 と し て よ く 知 ら れ て い

る 。 

　 私 は 、 専 門 の 貨 幣 論 を 研 究 す る 中 で 、

貨 幣 制 度 、 貨 幣 、 貨 幣 政 策 は 、 三 位 一

体 で あ る こ と を 教 え ら れ 、 確 認 し て き

た 。 そ の 際 、 貨 幣 制 度 は 、 一 般 と 特 殊 、

模 倣 と 創 造 、 急 進 と 漸 進 、 政 治 的 処 理

と 経 済 的 処 理 を キ ー ワ ー ド に ま と め た 。

秋の七虫、春の七花  

福山大学大学院経済学研究科長  

（ 経済学部経済学科教授）片岡俊郎  

お ぼ ろ づ き よ  
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私 の 社 会 人 と の 教 育 、 研 修 に 関 し て 言

え ば 、 東 京 、 大 阪 の 例 会 は 会 場 を 中 心

に 、 下 関 、 萩 、 津 和 野 、 鳥 取 、 松 江 、

能 登 輪 島 と 、 教 育 、 研 修 旅 行 で 場 所 を

移 す 。 一 般 と 特 殊 で あ る 。 そ の 中 の 数

名 と 企 画 し た 新 た な 研 修 旅 行 は 、 山 形

か ら 始 ま り 、 秋 田 、 弘 前 、 長 野 と 、 場

所 ・ 回 数 を 増 や し て い っ た 。 新 た な 研

修 旅 行 の 創 造 を 漸 進 的 に 進 め て き た の

で あ る 。 前 記 例 会 、 旅 行 と 三 位 一 体 と

し て で あ る 。 私 の 講 義 、 講 演 等 は 、 定

年 で い ず れ 止 め ね ば な ら な い 時 が 来 る 。

し か し 、 自 ら 進 ん で 仲 間 と 企 画 し た も

の は 、 成 果 が あ が れ ば 、 継 続 し て 行 な

う こ と が で き る 。 具 体 的 事 実 の 積 み 上

げ に よ る 、 短 期 、 中 期 、 長 期 を 見 通 し

た 経 済 的 処 理 で あ る 。 定 年 に よ る 中 断

が 、 政 治 的 処 理 と し て 行 わ れ る の と 一

線 を 画 し て い る 。 

　 2 0 1 0 年 の 奈 良 の 行 事 も 1 1 月 の 前 半

で 終 了 し 、 今 年 に 限 っ て 言 え ば 、 １ 月

か ら の 準 備 期 間 を 経 て 、4 月 か ら 1 1 月

ま で 、 観 光 客 は 奈 良 を 春 か ら 夏 へ 、 夏

か ら 秋 へ 、 十 分 味 わ え た と 思 う 。 祭 は

終 り 、 秋 も 深 ま り 、 こ お ろ ぎ 、 き り ぎ

り す の 虫 の 音 も 聞 こ え な く な っ た 。 古

歌 で も 有 名 な 奈 良 の 桜 、 奈 良 の 春 が 待

ち 遠 し い 。 

編集後記  

　恒例ではございますが、この度福山大学図書館報第８号発刊となりました。

原稿を執筆・寄稿下さいました教職員の皆様には大変お世話になりまして誠

に有難うございました。一般に読書離れ・図書館離れが懸念される中、本号

に於きましてご案内のとおり、本学では昨春に分館が新しくオープン致しま

した。これを機に一層の図書館利用の促進（入館者増）を図る為、更に広報

活動にも力を入れて参る所存ですので、今後ともお力添えを賜りますよう切

にお願い申し上げ、御礼に代えさせて頂きます。　　　　　  ( 桑 田・亀井 )

平成 2 3年 3月 2 0 日発行  
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